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１.背景と目的 

近年の急速な情報化の進展により、高度情報化社会を迎えた私たちの身の回りには情報機器

が普及し、情報とは多種多様な形で常につながり続ける生活のツールの１つとなっている。そ

して、子どもを含む誰もが情報の受け手だけではなく、送り手としての役割も担うようにもな

ってきている。このような社会の背景に伴い、文部科学省（2017）は新学習指導要領において

「情報及び情報手段を主体的に選択し活用していくための個人の基礎的資質」である情報活用

能力を「学習の基盤となる資質・能力」の１つとして明記している。一方、児童生徒の情報活

用能力について把握、分析するとともに、指導の改善、充実に資するために実施された情報活

用能力調査（2015）では、「複数のウェブページから目的に応じて、特定の情報を見つけ出

し、関連付けること」と「情報を整理し、解釈することや受け手の状況に応じて情報発信する

こと」に課題があることが分かっている。また、情報活用能力を育成する授業の実施率が低い

ということも指摘されている。 

本実践研究では、情報活用能力といっても幅が広いため、その観点 1つである「情報活用の

実践力」を取り上げる。「情報活用の実践力」を育成する授業に必要なことは何なのか。この

ことについて１つでも多くのことに言及することを本実践研究の目的とした。 

 

２.実践研究 

実習校の子どもたちの実態把握と信頼関係形成に努めた実践研究Ⅰと授業を設計・実践する

上で大切なことを学ぶことのできた実践研究Ⅱを踏まえ、実践研究Ⅲでは「資料の比較」、「文

章を図や表に比較」、「多くの資料を集めて調べる」といった部分に課題が見られることが分か

った。また、情報活用能力に育成においては、子どもの主体性を授業の中で引き出すかが重要

であることが分かった。 

実践研究Ⅳではさらにこれらのことを踏まえて、教科等横断的な視点を取り入れて授業実践

を行なった。そこからは、教科間の学習内容と⽬標の結びつきの弱い教科横断はむしろ逆効

果になりうることが分かった。「情報を読み取る力」に関する意識と「情報を表現する力」に



関する意識に関して質問紙調査を行ったところ、教科等横断的な視点を取り入れた群に対し

て、教科横断的な視点を取り入れなかった群に有意差が見られたのである。また、同調査にお

いて「情報を整理する力」に関する意識を調査したところ、事前調査の段階ですでに群間に明

確な有意差が見られたことから普段の授業によって差が開きやすい項目であることが示唆でき

た。 

 

３.総合考察 

 本実践研究では、情報活用の実践力の育成において、教科間の学習内容と⽬標の結びつき

の弱い教科横断ではむしろ逆効果になることが分かった。ただし、ここでは教科等横断的な視

点をどのように結びつければ効果が出るのかといったことまでは言及できていない。今後はそ

のことに関して実践研究を進めていきたい。 

 また、「情報を整理する力」に関する意識は、本実践研究における質問紙調査の中で唯一授

業を実施する前から学級間で明確に差の見られる項目であった。このことは、普段の授業によ

って授業者が意識しているかどうかによって他の項目よりも差が開きやすい項目があるという

ことを示唆することができる。この示唆は同時に、情報活用の実践力の中でも特に重点的に意

識しなければ各教科の目標を達成しているだけでは不十分であると言うことができるだろう。

今後はこのような、重点的に授業者が意識する必要のある項目についても見つけていきたい。 

 


